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１．2026年９月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年10月１日～2026年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 EBITDA※ 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期中間期 642 25.4 △294 － △303 － △330 － △451 －
2025年９月期中間期 512 － △229 － △230 － △270 － △268 －

(注) 包括利益 2026年９月期中間期 △448百万円( －％) 2025年９月期中間期 △270百万円( －％)

※EBITDA＝営業利益+減価償却費＋のれん償却費

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年９月期中間期 △22.79 －
2025年９月期中間期 △21.11 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年９月期中間期 560 437 73.6
2025年９月期 1,325 804 60.1

(参考) 自己資本 2026年９月期中間期 412百万円 2025年９月期 796百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年９月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2026年９月期 － 0.00
2026年９月期(予想) － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年９月期の連結業績予想（2025年10月１日～2026年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

通期 1,308 34.4 △486 － △501 － △502 －

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 －社（社名） － 、除外 １社（社名） スパイラルセンス株式会社

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年９月期中間期 20,313,200株 2025年９月期 19,494,600株

② 期末自己株式数 2026年９月期中間期 33株 2025年９月期 33株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年９月期中間期 19,826,885株 2025年９月期中間期 12,711,004株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通

しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業績の変化により、予想数値と異なる場合が

あります。



アクセルマーク株式会社(3624) 2026年９月期 第２四半期(中間期)決算短信

1

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………………３

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………………３

（４）継続企業の前提に関する重要事象等 ……………………………………………………………………３

２．中間連結財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………………………………４

（１）中間連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………………４

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 ……………………………………………………６

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………………８

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………………10

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………………10

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………………10

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更） ………………………………………………………………10

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………………11

（重要な後発事象） ……………………………………………………………………………………………11



アクセルマーク株式会社(3624) 2026年９月期 第２四半期(中間期)決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善を背景に、景気は緩やかな持ち直しの動き

がみられるものの、継続する物価上昇や人手不足、さらには中東情勢によるエネルギー問題や日中関係の不安定化

などによる影響の懸念等もあり、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社グループが主たる事業領域とするトレーディングカード市場においては、幅広い年齢層に支持されるコンテ

ンツとして定着しており、過去に親しんだユーザーによる再参入や、親子でカードゲームを楽しむ需要の拡大など

を背景に購買力を有するキダルト層（キッズ＋アダルト）を中心とした市場の広がりが見られております。一般社

団法人日本玩具協会によると、2024年度のカードゲーム・トレーディングカード市場規模は、前年比109.0％となる

3,024億円に拡大しております。加えて、中古流通市場の活性化や、コレクション需要の定着、関連イベントやコミ

ュニティ拡大などにより、ファン層の裾野は継続的に広がっており、当該市場は今後も成長分野として堅調に推移

することが見込まれております。

一方、インターネット広告関連分野においては、業種により広告需要に差異が生じており、引き続き需要変動が

激しい状況が続いております。

以上の結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高642,548千円（前年同期比25.4％増）、営業損失303,516千円

（前年同期は230,931千円の営業損失）、経常損失330,697千円（前年同期は270,422千円の経常損失）、親会社株主

に帰属する中間純損失451,810千円（前年同期は268,267千円の親会社株主に帰属する中間純損失）、EBITDAは

294,745千円の赤字（前年同期は229,976千円の赤字）となりました。

（※）EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費

各セグメントの業績は次のとおりであります。

（トレカ事業）

トレカ事業の売上高は375,853千円（前年同期比270.9％増）、セグメント損失は125,413千円（前年同期は53,738

千円のセグメント損失）となりました。

トレーディングカード市場の拡大を支えるキダルト層をターゲットにしたコンセプトのもと、幅広いユーザーが

気軽に立ち寄れる店舗を実現しております。積極的に各種施策を実施したことにより、当中間連結会計期間におけ

る売上高は前年同期比で増収となっております。また、2025年12月に開設したECサイトでは、実店舗で販売してい

る商品在庫をECと店舗の間で共通活用する在庫連動型の運用モデルを採用しております。これにより、在庫状況や

相場を踏まえた商品提供、ならびに安心して購入できる売り場づくりといった、これまで店舗で支持されてきた

「cardéria」の考え方を、オンラインでも提供しております。

今後も、オフライン展開及びオンライン展開の双方を注力領域として、顧客接点の拡大による事業シナジーの最

大化を図ってまいります。

（広告事業）

広告事業の売上高は264,911千円（前年同期比30.1％減）、セグメント損失は28,193千円（前年同期は93,030千円

のセグメント損失）となりました。

主要顧客である国内電子書籍及びゲーム関連業界では、広告出稿需要の回復が依然として見られず、厳しい事業

環境が続いております。

こうした環境下において、当社グループは引き続き人員・運用リソースの効率的な配置及び事業運営体制の最適

化を推進するとともに、収益構造の抜本的な見直しを進めております。また、従来のデジタル広告主体のビジネス

モデルからの脱却を図り、収益性の高い事業へのシフトを加速しております。

今後は、成長領域として注力するトレカ事業及びヘルスケア事業との連携をさらに深め、これらを核とした総合

的なマーケティング支援サービスの展開により、安定した収益基盤の確立を目指してまいります。

なお、2026年３月31日付でスパイラルセンス株式会社の全株式を譲渡し、連結の範囲から除外しております。

(その他事業)

その他事業の売上高は1,783千円（前年同期比94.4％減）、セグメント損失は63,678千円（前年同期は6,110千円

のセグメント損失）となりました。

当社グループのヘルスケア事業では、2025年10月30日付発表「新たな事業（ビューティー＆ウェルネス事業）の

開始に関するお知らせ」記載のとおり、当社は従来の「病気を発見・治療」を主眼とするヘルスケア事業を基盤に、

新たにビューティー＆ウェルネス事業を立ち上げました。

そのような状況のなか、自社化粧品ブランド「≒4.7（ニアリーフォーセブン）」の立ち上げを行い、公式オンラ

インストアでの化粧品の販売を開始しております。
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（２）財政状態に関する説明

（財政状態）

当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ765,363千円減少し、560,267千円となりま

した。これは、主に商品及び製品が34,341千円、長期貸付金が63,300千円増加したものの、現金及び預金が678,777

千円、投資有価証券が60,242千円減少し、貸倒引当金が57,435千円増加したこと等によるものであります。

当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ397,974千円減少し、122,943千円となりま

した。これは、主に未払金が16,357千円、１年内償還予定の転換社債型新株予約権付社債が356,646千円減少したこ

と等によるものであります。

当中間連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ367,388千円減少し、437,323千円となり

ました。これは、主に資本金及び資本剰余金がそれぞれ32,026千円、新株予約権が17,345千円増加したものの、親

会社株主に帰属する中間純損失451,810千円を計上したことによるものであります。

（キャッシュ・フローの状況）

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

678,777千円減少し、240,372千円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における営業活動の結果、使用した資金は320,567千円（前年同期は312,196千円の支出）と

なりました。これは主に、非資金費用である貸倒引当金繰入額94,500千円、転換社債償還損36,116千円の計上等が

あったものの、税金等調整前中間純損失468,443千円の計上、棚卸資産の増加34,348千円等があったことによるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における投資活動の結果、使用した資金は32,629千円（前年同期は144,274千円の支出）とな

りました。これは主に、投資有価証券の売却による収入50,000千円があったものの、子会社株式の売却による支出

11,591千円、貸付けによる支出64,500千円等があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における財務活動の結果、使用した資金は325,581千円（前年同期は766,540千円の収入）と

なりました。これは主に、新株予約権の行使による株式の発行による収入63,007千円等があったものの、転換社債

の償還による支出392,762千円等があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、2025年11月13日に公表した業績予想からの変更はありません。

当中間連結会計期間において、グループ会社再編に伴う特別損失を計上したものの、概ね計画どおりに推移して

おります。引き続き、下期における収益性向上および通期業績予想の達成に向け、体制強化を推進してまいりま

す。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、前事業年度において、重要な営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計上

いたしました。また、当中間連結会計期間においても、継続して重要な営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属

する四半期純損失を計上しており、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在し

ているものと認識しております。

今後、当社グループは当該状況をいち早く解消し、経営基盤の安定化を実現するために、「２．中間連結財務諸

表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（継続企業の前提に関する注記）」に記載の対応策に取

り組んでまいります。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 919,150 240,372

売掛金 65,772 51,507

商品及び製品 48,244 82,585

貯蔵品 26 33

前払費用 33,739 30,721

未収入金 638 145

短期貸付金 3,819 33,000

その他 22,630 13,087

貸倒引当金 △190 △30,090

流動資産合計 1,093,831 421,362

固定資産

有形固定資産 19,047 17,023

無形固定資産

のれん 62,814 35,585

ソフトウエア仮勘定 9,108 －

無形固定資産合計 71,923 35,585

投資その他の資産

投資有価証券 84,865 24,623

長期貸付金 26,470 89,770

破産更生債権等 13,941 5,076

長期前払費用 2,805 1,028

敷金及び保証金 113,648 110,321

繰延税金資産 12,097 28,977

その他 3,068 －

貸倒引当金 △116,067 △173,502

投資その他の資産合計 140,829 86,295

固定資産合計 231,800 138,904

資産合計 1,325,631 560,267
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 38,748 28,524

未払金 43,400 27,042

未払費用 23,798 24,898

未払法人税等 19,448 9,965

前受金 6,783 26,262

預り金 8,658 3,199

賞与引当金 126 141

１年内償還予定の転換社債型新株予約権付社債 356,646 －

その他 1,913 －

流動負債合計 499,523 120,033

固定負債

長期借入金 19,858 －

繰延税金負債 1,537 2,910

固定負債合計 21,395 2,910

負債合計 520,918 122,943

純資産の部

株主資本

資本金 627,348 659,375

資本剰余金 1,452,044 1,484,071

利益剰余金 △1,285,924 △1,737,693

自己株式 △25 △25

株主資本合計 793,443 405,727

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,340 6,322

その他の包括利益累計額合計 3,340 6,322

新株予約権 7,929 25,274

純資産合計 804,712 437,323

負債純資産合計 1,325,631 560,267
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年10月１日
至 2026年３月31日)

売上高 512,409 642,548

売上原価 491,051 504,515

売上総利益 21,358 138,032

販売費及び一般管理費 252,289 441,549

営業損失（△） △230,931 △303,516

営業外収益

受取利息 1,248 726

受取手数料 － 555

暗号資産売却益 9,228 －

その他 352 647

営業外収益合計 10,829 1,929

営業外費用

支払利息 － 141

投資事業組合運用損 3,203 11,180

新株予約権発行費 13,782 15,400

新株発行費 3,365 268

契約解約損 8,102 －

持分法による投資損失 21,841 －

その他 26 2,119

営業外費用合計 50,321 29,110

経常損失（△） △270,422 △330,697

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,300 1,551

特別利益合計 3,300 1,551

特別損失

貸倒引当金繰入額 － 94,500

転換社債償還損 － 36,116

子会社株式売却損 － 7,837

固定資産除却損 － 843

特別損失合計 － 139,297

税金等調整前中間純損失（△） △267,122 △468,443

法人税、住民税及び事業税 1,145 1,285

法人税等調整額 － △17,918

法人税等合計 1,145 △16,632

中間純損失（△） △268,267 △451,810

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △268,267 △451,810
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年10月１日
至 2026年３月31日)

中間純損失（△） △268,267 △451,810

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 757 2,982

持分法適用会社に対する持分相当額 △3,011 －

その他の包括利益合計 △2,253 2,982

中間包括利益 △270,521 △448,828

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △270,521 △448,828

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年10月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △267,122 △468,443

減価償却費 954 1,925

のれん償却額 － 6,846

貸倒引当金繰入額 － 94,500

賞与引当金の増減額（△は減少） － 14

受取利息及び受取配当金 △1,248 △726

持分法による投資損益（△は益） 21,841 －

支払利息 － 141

固定資産除却損 － 843

子会社株式売却損益（△は益） － 7,837

新株発行費 3,365 268

新株予約権発行費 13,782 15,400

貸倒引当金戻入額 △3,300 △1,551

転換社債償還損 － 36,116

投資事業組合運用損益（△は益） 3,203 11,180

暗号資産売却益 △9,228 －

破産更生債権等の増減額（△は増加） － 1,050

売上債権の増減額（△は増加） △34,851 △3,711

買取債権の増減額（△は増加） △58,874 －

棚卸資産の増減額（△は増加） △19,136 △34,348

暗号資産の増減額（△は増加） 29,362 －

仕入債務の増減額（△は減少） 1,902 △10,223

未払金の増減額（△は減少） 4,464 △834

未払消費税等の増減額（△は減少） － △1,783

未収消費税等の増減額（△は増加） 3,198 1,454

預け金の増減額（△は増加） － 10,350

その他 △82 14,900

小計 △311,771 △318,792

利息及び配当金の受取額 525 726

利息の支払額 － △141

法人税等の支払額 △950 △2,360

営業活動によるキャッシュ・フロー △312,196 △320,567

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △19,870 －

無形固定資産の取得による支出 － △9,873

投資有価証券の売却による収入 － 50,000

長期貸付金の回収による収入 3,300 1,200

敷金保証金の差入による支出 △20,496 －

敷金保証金の返還による収入 － 1,778

関係会社貸付けによる支出 △15,000 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 △92,206 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による支出 － △11,591

貸付けによる支出 － △64,500

その他 － 357

投資活動によるキャッシュ・フロー △144,274 △32,629
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(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年10月１日
至 2026年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 5,000

長期借入金の返済による支出 － △3,549

新株予約権の発行による収入 6,404 22,595

新株予約権の発行による支出 △13,782 △15,400

新株予約権の行使による株式の発行による収入 773,917 63,007

新株予約権の買入消却による支出 － △4,472

転換社債の償還による支出 － △392,762

財務活動によるキャッシュ・フロー 766,540 △325,581

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 310,069 △678,777

現金及び現金同等物の期首残高 510,929 919,150

現金及び現金同等物の中間期末残高 820,998 240,372
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当社グループは、前連結会計年度において、重要な営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を

計上いたしました。また、当中間連結会計期間においても、継続して重要な営業損失、経常損失及び親会社株主に

帰属する中間純損失を計上しております。このような状況により、当社グループは、継続企業の前提に関する重要

な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しているものと認識しております。今後、当社グループは当該状況

をいち早く解消し、経営基盤の安定化を実現するために、以下の対応策に取り組んでまいります。

１．利益確保の体制の強化

各取引について精査を行い、継続的に売上原価の低減を図り、利益率の向上に取り組んでまいります。また、

随時販売費及び一般管理費の見直しを実施し、販売費及び一般管理費の削減を推進し、利益の確保に努めてま

いります。

２．資金調達

当社は、2025年11月19日付でCantor Fitzgerald Europeに対して新株予約権を発行いたしました。本新株予

約権の行使による資金調達の実施により2026年３月末時点までに63百万円を調達し、ビューティー＆ウェルネ

ス事業へ拡大に関する費用の資金へ充当しております。しかしながら、市場環境、株価の動向及び行使状況等

を総合的に判断した結果、残存する全てを取得及び消却いたしました。

なお、当初予定しておりました資金使途に対して不足が生じる部分に関しましては、引き続き必要な資金の

確保に向けた検討を進めてまいります。

３．収益構造の改善

当社グループは、トレカ事業およびヘルスケア分野を基盤としたビューティー＆ウェルネス事業を新たな事

業の柱として育成し、事業全体を高利益率の事業構造へ転換していくことを成長戦略としております。

トレカ事業においては、旗艦店の更なる事業拡大に加え、子会社とのシナジーを創出し、実店舗、EC、開発

機能を一体化した体制を構築することで、事業基盤の強化を進めております。

また、ビューティー＆ウェルネス事業においては、化粧品自社ブランドの商品展開を通して、これまで推進

してきた「病気を発見・治療」を主眼とするヘルスケア事業を基盤に、新たな成長分野である「ビューティー

＆ウェルネス」分野の収益拡大を図ってまいります。

さらには、事業の選択と集中の観点から、スパイラルセンス株式会社を連結子会社から除外いたしました。

これにより、より早期での収益構造の改善を実現いたします。

しかしながら、これらの対応策は実施途上もしくは計画検討中であり、効果を十分に得ることができない可能性

も想定されることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、中間連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を中間連結財務諸表に反映しておりません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当中間連結会計期間において、新株予約権の権利行使により資本金及び資本準備金がそれぞれ32,026千円増加し、

当中間連結会計期間末において、資本金が659,375千円、資本剰余金が1,484,071千円となっております。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

当社の連結子会社であるスパイラルセンス株式会社につきましては、2026年３月31日付で当社が保有する同社

の全株式を譲渡したため、連結の範囲から除外しました。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年10月１日 至 2025年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書
計上額
（注）２トレカ事業 広告事業 その他 計

売上高

外部顧客への売上高 101,339 379,028 32,041 512,409 － 512,409

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 101,339 379,028 32,041 512,409 － 512,409

セグメント損失(△) △53,738 △93,030 △6,110 △152,880 △78,050 △230,931

（注）１．セグメント損失（△）の調整額△78,050千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

株式会社craftyの全株式を取得し、連結子会社となったことにより、「トレカ事業」セグメントにおいての

れんが発生しております。当該事象によるのれんの増加額は44,481千円であります。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年10月１日 至 2026年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書
計上額
（注）２トレカ事業 広告事業 その他 計

売上高

外部顧客への売上高 375,853 264,911 1,783 642,548 － 642,548

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 375,853 264,911 1,783 642,548 － 642,548

セグメント損失(△) △125,413 △28,193 △63,678 △217,285 △86,230 △303,516

（注）１．セグメント損失（△）の調整額△86,230千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

当中間連結会計期間において、当社の連結子会社であるスパイラルセンス株式会社の全株式を譲渡したため、

同社を連結の範囲から除外しております。これにより、「広告事業」において、のれんが20,382千円減少して

おります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


